










関節面の多骨片，特に intraarticular fragmentをを有する AO分類 TypeC３に対する治療は未だ
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【はじめに】
術後拘縮に対して DRUJ授動術を要した橈骨遠位端骨折の１例を経験したので報告する．
【症例】
６１歳，女性．雪道を歩行中に転倒受傷．左手関節痛あり，救急外来を受診した．
左手関節部に腫脹あり，フォーク状変形を認めた．画像上，橈骨遠位端骨折・尺骨茎状突起骨折
（AO－C３．３）を認めた．
【経過】
徒手整復の後，シーネ固定．受傷後１１日目に骨接合術施行．橈骨を小林メディカル社アキュロッ
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